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13:30-13:35	 開会挨拶・趣旨説明
	 	 ◦岡田 保良（文化遺産国際協力コンソーシアム 副会長 / 日本イコモス国内委員会 委員長） 

13:35-14:10	 世界遺産条約をめぐる昨今の動向
	 	 	◦西 和彦（文化庁 文化資源活用課文化遺産国際協力室 主任文化財調査官） 

14:10-14:45	 無形文化遺産の保護に関する条約をめぐる近年の国際動向
	 	 ◦野嶋 洋子（アジア太平洋無形文化遺産研究センター 研究担当室長）   

14:45-15:20	 アフリカにおける遺産のオーセンティシティに関する国際会議での議論
	 	 ◦岡崎 瑠美
	 	 （文化遺産国際協力コンソーシアム アフリカ分科会委員 / 
	 	 　芝浦工業大学 建築学部建築学科 准教授）

休憩15分

15:35-16:25	 パネルディスカッション
	 	 ◦パネリスト：上記講演者 
	 	 ◦モデレーター：岡橋 純子（聖心女子大学 現代教養学部国際交流学科 教授）	

16:25-16:30	 閉会挨拶
	 	 ◦青木 繁夫（文化遺産国際協力コンソーシアム 副会長）

文化遺産国際協力コンソーシアムでは、文化遺産をめぐる国際的な議論の最新情報の共有を�目的とし

て、「文化遺産保護の国際動向」と題した研究会を開催いたします。今回は、昨年7月中旬にフランス・パリ

のユネスコ本部で行われた第47回世界遺産委員会の様子や、インド・デリーで12月に開催の�第20回無形

文化遺産の保護に関する政府間委員会の様子などをいち早くお届けするとともに、いまアフリカ諸国を中心

に活発に議論されている世界遺産のオーセンティシティに関して、5月にユネスコがケニア・ナイロビで開催

した国際会議の様子を取り上げます。ディスカッションでは、国際的な文化遺産保護の取り組みの中での日

本の役割について、また、未来に文化遺産を伝えていくための国際的な協力の在り方などについて議論しま

す。文化遺産保護に関心を�お持ちの多くの方のご参加をお待ちしております。

講演１

講演２

講演３

プログラム

開 催 趣 旨
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1975年に世界遺産条約が発効してから50年、1992年に我が国が参画してから30余年が経過
した。その間、世界遺産の在り方、世界遺産委員会での審議の様相は変化しつづけ、世界遺産一覧
表に記載された資産は1200件を超えた。また、我が国の資産も26件（文化遺産21件、自然遺産5
件）を数えるに至った。我が国を含む各国における世界遺産の認知度は極めて高いが、その認知度
の高さゆえに運用が難しくなっているという側面が指摘されて既に久しい。

本発表では、新規登録や保全状況審査など近年の世界遺産委員会での議論、傾向などを紹介し
つつ、長い歴史の中での保全方策のトレンド、さらには（文化）遺産をめぐる考え方の変化、委員会
での議論の在り方の変化などについても概観する。 

MEMO

世界遺産条約をめぐる昨今の動向

西 和彦
（文化庁 文化資源活用課文化遺産国際協力室 主任文化財調査官）

講 演１
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「無形文化遺産の保護に関する条約」は2023年に採択20周年を迎え、2025年12月時点で185
か国が加盟する条約へと成長している。近年の大きな動きとしては、条約の主要な国際協力メカニ
ズムであるふたつの一覧表(緊急保護リストおよび代表リスト)への記載、保護の優良事例(グッドプ
ラクティス)の登録について見直しが行われ、審査過程における対話プロセスの導入、リスト間の移
行、拡張提案の明文化、提案書フォームの変更など、修正を経たシステムの運用が始まっている。
また、無形文化遺産と持続可能な開発に関するテーマ別イニシアティブにおいて、無形文化遺産

と気候変動、無形文化遺産の経済的側面、都市の無形文化遺産という3つの課題についてガイダン
スノートが整備されるなど、SDGsとの関連でも大きな進展がみられる。これらの点を中心に、2025
年12月にニューデリーで開催された第20回政府間委員会の様子も交えながら紹介する。

MEMO

無形文化遺産の保護に関する条約をめぐる
近年の国際動向

野嶋 洋子
（アジア太平洋無形文化遺産研究センター 研究担当室長）

講 演２
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2025年5月6-9日、ケニア・ナイロビのユネスコにおいてInternat iona l  Conference on 
Cultural Heritage in Africa: A Dialogue on the Concept of Authenticityが開催された。本
会議はアフリカにおける世界遺産登録件数が他地域に比べて少ない現状を背景に、アフリカの文化
遺産の特質が国際的な評価枠組みの中で十分に理解されてこなかったこと、とりわけ「オーセンティ
シティ（真正性）」概念の適用の在り方を再検討することで、登録と保護を支援することを目的とした
ものである。採択された “The Nairobi Outcome on Heritage and Authenticity” では、真正
性を多元的かつダイナミックな概念として捉える必要性が強調された。また、遺産の価値と真正性を
規定する主体としてコミュニティの役割が明確に位置づけられ、自然遺産と文化遺産、有形と無形
の不可分性が示された。本発表ではこれらの議論を踏まえ今後のアフリカにおける文化遺産保護の
可能性と課題について考察する。

MEMO

アフリカにおける

遺産のオーセンティシティに関する国際会議での議論

岡崎 瑠美
（文化遺産国際協力コンソーシアム アフリカ分科会委員 / 芝浦工業大学 建築学部建築学科 准教授）

講 演３
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登 壇 者プロフィール

西 和彦（にし・かずひこ）　文化庁 文化資源活用課文化遺産国際協力室 主任文化財調査官
1996年より文化庁において建造物保護を中心に文化財行政を担当。国際文化財保存修復研究センター
（ICCROM）（在イタリア・ローマ）プロジェクトマネージャー（2005年~2006年度出向）を経て、国内文化財
の保護に並行して各地の世界遺産推薦や世界遺産委員会に関わる。2022年4月より現職。国際文化財保
存修復研究センター（ICCROM）理事。著作に「近代和風建築」（『日本の美術、第450号』、2003年）『世界
文化遺産の思想』（2017年、共著）など。

野嶋 洋子（のじま・ようこ）　アジア太平洋無形文化遺産研究センター 研究担当室長
2008年、ハワイ大学人類学部大学院で博士号を取得。専門はオセアニア島嶼地域の文化史、遺産研究
で、バヌアツを主なフィールドとして調査研究を行う。帰国後、国際日本文化研究センタープロジェクト研究
員を経て、2014年から5年間、アジア太平洋無形文化遺産研究センター(IRCI)にアソシエイトフェローとし
て在籍。無形文化遺産と災害リスクマネジメントに関する調査研究事業の企画・運営をはじめ、無形文化遺
産保護に関連する様々な事業に従事した。2021年より同センター研究担当室長として、持続可能な開発や
気候変動など、今日の世界的課題に注目した無形文化遺産の国際協力事業を主導している。

岡崎 瑠美（おかざき・るみ）　�文化遺産国際協力コンソーシアム アフリカ分科会委員 / 	
芝浦工業大学 建築学部建築学科 准教授

慶應義塾大学にて学術博士を取得（2015年）。慶應義塾大学大学院助教。フランス国立科学研究セン
ターの訪問研究員等を経て、2021年より芝浦工業大学建築学部建築学科准教授に着任。専門は建築史。
20年以上にわたりエチオピアを中心としたアフリカにおける建築遺産の研究に従事している。

岡橋 純子（おかはし・じゅんこ）　聖心女子大学 現代教養学部国際交流学科 教授
専門は国際文化協力、文化遺産学、文化政策論、都市論。東京大学大学院総合文化研究科地域文化（フ
ランス）研究専攻博士後期課程修了、博士（学術）。2002年より2011 年まで国連教育科学文化機関パリ本
部、文化局世界遺産センターに勤務し、各国における世界遺産アドヴォカシーに従事。ヨーロッパ、アジア・太
平洋やアフリカでの世界遺産の保全管理、とりわけモニタリングやマネージメントプラン策定に携わる。
著書に『日本外交の論点』（「世界遺産をめぐる日本外交」）、『世界遺産　富士山の魅力を生かす』
（「自然遺産から文化的景観へ　マオリの聖地、「信仰の対象」としてのトンガリロ山」）、Post-trauma 
and the Recovery Governance of Cultural Heritage (Significance of Special Laws in Post-
disaster Restoration and Recovery of Cultural Heritage: The Case of the Special Law for the 
Conservation and Restoration of Notre-Dame de Paris”), The Future of the Bamiyan Buddha 
Statues (“Could the Giant Buddha Statues of Bamiyan Be Considered as a Case of “Exceptional 
Circumstances” for Reconstruction?”), 他。

文化遺産保護の国際動向
文化遺産国際協力コンソーシアム第37回研究会

文化遺産国際協力コンソーシアム事務局
〒110-8713 東京都台東区上野公園13-43

独立行政法人 国立文化財機構 東京文化財研究所内
E-mail：consortium_tobunken@nich.go.jp

Tel: 03-3823-4841
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